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　　篇媛よ属本では油程に差追つてはいないが，盤界的に
　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　ノ
・は油と同じ蓮命をたどりつつある。　　　　　　，L　’

　　水カー世界の水は太陽の照毅が績くかぎりは常々　一一re

　　のポデyジヤルXネルギーが與えられる。世界の水力は

　　5×1pa・kW位で，この中すマに19％は開XされてV｝、

　’る。残の未開獲水力の中どれだけが経濟的に探算がとれ　　　゜

　　るかが簡題であるが，とに角水力は今律大切塗動力源で

　　あるb　　　　　t　　　　、　　　　　　．　　．　」

　　　象豫熱一あらゆ、る動力源あ根源であるが，直接太陽熱

、　を利用することは熱箒の砂漠地はいざ知れず，少くag　H

　牽では極めて小規模の方法をのぞいて蘭題にすることはt

　　述きないであろう。”　　　　・　　　・
　　　地下熱一これに更に限られ売量であつて・’H本では比、
　　A　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　゜
　　　　　　ヤ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
　　較的箆餅な條件の下におかれてY・るといつても將來頼
　　　　t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；－　　　ft

　　りピな婦ではない。、　，，
　　　　　　　　s　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
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　第3雀　鑑5號　　　　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　ノ　原茅エネルギー一原動機に利用されるよtうになれば恐

るべき革命であるが，筆者には豫見できない。
　　

　風カー日本の風力はどの位あるかという質問を時々う

4ナるが；・これは水力の場合といちじるしく異つているか

ら簡軍に導事しがたい。すなわち高暦の風力は利用でき

ないが，どれだけの高さ以上が利用できないという界が

　　　、朗瞭でないのであつて，大規模7s風車を建設すれば利用

　　　　範園が籏がるこどになる。このような…突第で利用風力を

　　　　計算することがむずかしい。，大氣全謹のパワ｛は3x

　　　POi7kWと見なされる。こ¢）中で利用できるのは高々2

　　　　k1010k騨であろうq．すなわち世界の全水力よりもはる
　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e

　　　　かに夫きいことは未利用動力源として充分着自に値する　　・
’

’　　舷ずである。一　　　　　．

　　　　　　　　　f　。　　　それが意外に利用されていないのは，第一に風速に攣
　　　　　　　s　　　　　　　　ら
　　　　動があつて，φとに無風叉は速度の小さい時聞力≦あるこ　’

　　　　　　（25頁より繊く）
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　とによる。しかしこの倣驕は水力等と併用することによ

つてのぞくことができる。利用の冒的によつては風車の。

停企ず鱗問があつて嵯勲ない場合もある・　　一＿，・1

　第ごは水に比して蝉の密度が小さV’ため水力タービ。

ン乏比較すると風車が非常に膨大なものとなるからしだ
　　　　　　　　　，　　　　　t　　　　　　　　　ノ
がつで建設費も大きくなる亡とが想像されるρしかし第

3圖に見るように或程度大規模のものにすれば他の護電

方法にくらべて決して高いものではない。

　水力の場合には大ダムを建設することによつてとかく

いろいろの問題を起すが風力の場合には他の産業に影響

をおよぼすことぽほとんどないであろう。

’　日本においては多期の温永期に最も風が豊富であるこ
　＋l　　　　　　　　　　　　　s　　　　　ビ　　　　リ　　ノ

　とは將來爾渚併用に妙昧をだすごとができるであろう。

　本丈に引用した資料の中P．C．　Putロam：Power　from

”the　Windに負うものが多いことを邉記しておて。

、　　尋こ示すような肇目を持つ護竃設備が耳菱長崎造般所で作

　　　’eれ昭和as年麟鞘の建設力1完了U・厳である。．

‘　、　　簾聴白灘泉糠綴翻要冒
　　　　　1工・庫動機　　　　　　　　　　・

　　　　　　型　　 ，ヨ毫　 2段減速衝動ターVErv－一一一一一

　　　　　　＼田’1力　　3QkW　、

　　　　　　瀞　塵2kgノ・鵬3廟（解和）
　　　　　．蒸汽濡望糧　　3L8　kg／kWh　　　　　」

　　　　　　笹分回韓敷　　　　　　　　　　　　　タr曜ン，9690，獲電機750

・デ繧水1養・、謙喰射型　・，

　　　　　　冷却水量　14～16t・nlh　T・　　ご
　　　　　3．、襲電所幽力

　　　　　　・復水ポンプ及び封水型回韓演笙ポンプ嘔動に要す

　　　　　　る動力約6kWはタービン構力30　kWの申から／
　　　　　’供給されるから獲電所正昧幽力は24　kW　，となる。・

，　　　　この試瞼獲電所の全景，噴汽孔の噴汽状況ジ護電蜜内

一都の概如糟に示す鋤である．噴汽孔は昨年難江

1　　事を行い・現在120°Cg蒸汽が噴畠している。密閉す

　　　　れば纒は鋪㎏！¢m29，汽濃は140℃まで上昇ずる。
　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　H　　　セ

・－K　．X電闘係の設備が齪鋤の威績蛎レたという軸は
，㌧撃戟煙宸ｾ聞いていないが，おそら．“a2E行中のこと玉思うb

祠・工業援騨におけ碑ρ磯琳男雌式鰭繊ぎ
．　　㌦一り撚グ弛長騒田岩治斥ほ終職後間もなく9t豆雫島湯之

・　　漂と宮城縣鳴子濫象附遊中山卒において主として潔rづ

∴、脚グ作業の研究を行つ“（1いたが，昭和23年12月湯之，

ぐ　　　澤において，・潔さ380m’の築4號A井◎噴汽を利用しL

智∵．，てタ幽ゼン護電を開始したae田力X・　3～8　kW，との電

こ　．カを利胤て灘脚mを目標嚇4號B井の縫を
録行つで・｝る・こ曜騎隅の耀壷ま・囎の額に示

t、　－rLてある。　’。　　　　　l　a　　r　一

メン．塑畔おけ轡は解ζ解4年騨多゜
㌦蘇蕊麹ゴ、！㌦ン湯t　、．　：tt．，i　、　．yt・　、1♂∴」・」，　∴で∴

本に達し，蒸汽のみを噴出する屯の喝相當数威功してい

61模様であることは同じ’ q口糟の窟藁Wc　．）つて知るζと・、

2ができる。この實鹸場に事，自家獲電の計i譲が九てられ

　　　Nt’

I　V＞ることは豫て聞いていだが・、騨即kWの交瀬　　、

電が開始されるというが1伊豆wa場の畷であるか・　、
申山李のものである々私はまだ確かめてVN’fsい。一

　昨年かち九州配電株式會融が，大分縣下に3，000kW

繊の地鞭電を輝中と聞いてレこ勧・・おそ賦まだ

調査進行申という段階であろうと思う。

年晶叢笙鑑饗鑑罐雛錨電欝
を持つに至つたことはすでに述ぺた悪りである。これ榎

反してわが國では，最初の試験以東25年，ほとんど足

踏Qlift態である。當時b・・ti公爵の繊な船カミあつ

たにもふかわらず，現駄ばこの期待におよぱないこと逡

い。これは何故か。わが國にはまだ毎時婁噸という’程度“

の噴汽井しかうくられ己・ない．これでは犬規模嬢電

はとてもでiきないが，イタリヤでははじめ礪酸製遙とい

つ本叢があり，その副業として噴汽井の開獲を行うヒと

ができた。また石撰石油等の地ヤ燃料資源が皆無に近

く地熱開獲の緊婆度奪はるかにわが國以上であつ彪ろ一

う。わが國では地熱地黙が温泉壕業と競合うことが多

く，そのおそれのないところは，地理的にも不便であり，　　　る

’豫期通りの噴汽が得られないときは登然損失となるた

め，計甕に危瞼性が多い。わが國の地熱陵電が企業とな

る寮でにはまだ相當め年籔を要する唾あちうが，最近の’㌧1

試験が漸く軌蟷に藁つてきたことを考えるならば，いつ’　弱

かその苦働ミ實を結ぶ時がくること．は間違いない。；

　終りVC　，L報告を引周させて下さつた徳藤清太郎，山田

太⊇郎，西脇一郷の3馬ならび！t口糟n＃を貸輿してF　　　，
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